
近

世
初
頭

に
お
け
る
日
蓮
宗

の
山
家

・
山
外
論
争
 
(
小

野
)

近
世
初
頭

に
お
け
る
日
蓮
宗

の
山
家

・
山
外
論
争

小

野

文

現

中
世
か
ら
近
世

へ
の
日
本
の
時
代
転
換
に
、
日
蓮
宗
教
団
も
大
き
な

変
貌
を
遂
げ
て
い
る
。
祖
師
以
来
、
国
家
諌
暁

・
仏
国
土
顕
現
と
い
う

政
治
批
判

の
面
を
濃
厚
に
も

つ
た
行
法
理
念
を
掲
げ
て
き
た
教
団
は
、

当
然
そ
の
時
代
と
積
極
的
な
交
渉
を
有
し
、
常
に
時
代
社
会
と
緊
張
関

係
を
維
持

し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
時
代
の
動
向
に
教
団
そ
の
も
の
が

大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
の
で
あ
る
。

叡
山
を
中
心
と
す
る
他
宗
派
に
よ
る
京
都
二
十

一
本
山
壊
滅
と
い
う

一
五
三
六
年
の
天
文
法
難
以
後
、

関
西
日
蓮
教
団
に
は
、
日
蓮
宗
の
宗

義
を
固
執
す
る
折
伏

一
辺
倒
の
在
り
方
に
修
正
を
加
え
る
動
き
が
顕
著

と
な
り
、

そ
の
方
向
は
、
日
蓮
の
教
学
の
基
盤
と
な

つ
た
天
台
教
学
を

教
団
の
学
問
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
他
宗
と
の
融
和
を
試
み

ん
と
し
た
。
た
だ
し
、
天
台
教
学
と
い
つ
て
も
日
本
天
台
は
、
祖
師
が

日
本
天
台

か
ら
出
て
、
日
本
天
台
を
超
克
す
る
形
で
独
立
し
た
以
上
、

常
に
対
立

せ
ざ
る
を
得
ず
、
す
で
に
そ
の
為
、
叡
山
か
ら
徹
底
的
な
弾

圧
を
被

つ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
教
団
が
志
向
し
た
の
は
、
中
世
の
日

本
天
台
の
教
学
摂
取
と
は
全
く
異

つ
た
、
原
始
天
台

へ
の
復
帰
に
あ
つ

た
。
す
な
わ
ち
、
天
台

・
妙
楽
の
三
大
部
研
究
を
主
眼
と
す
る
学
風
で

あ
る
。
こ
の
傾
向
は
織
田
信
長
の
策
謀
に
よ
る
安
土
法
難
を
難機
に
、
強

大
な
統

一
政
権
の
支
配
が
進
行
す
る
中
で
は
中
世
的
な
伝
道
は
許
さ
れ

な
く
な
つ
た
と
認
識
し
た
関
西
教
団
の
指
導
者
達
に
よ
つ
て

一
層
拍
車

が
か
け
ら
れ
、
日
蓮
の
教
学
を
ひ
と
ま
ず
お
い
て
、
天
台
教
学

の
実
相

論

・
観
心
論
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
つ
て
、
三
諦
円
融
、
絶
対
開
会

の
摂
受

(1
)

思
想
を
打
ち
出
す
軌
道
修
正
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ

の
関
西
日
蓮
教
団
の
転
換
に
対
し
て
、
統

一
支

配
の
時
代
進
展
か
ら
離

れ
た
関
東
は
ま
だ
中
世
の
教
風
そ
の
ま
ま
が
継
承
さ
れ
、
宗
義
重
視
の

折
伏
思
想
が
守
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
関
東
教
団
と
関
西
教
団
の
姿
勢
の

相
違
が
、
豊
臣
秀
吉

・
徳
川
家
康
の
宗
教
統
制

に
よ
つ
て
惹
起
し
た
日

(
2
)

蓮
宗
の
不
受
不
施
事
件
と
な

つ
て
表
面
化
し
た

の
で
あ
る
。
不
受
不
施

事
件
を
契
機
に
、
家
康
と
い
う
権
力
者
を
背
景

に
し
て
身
延
山
を
押
え

関
東

へ
進
出
し
た
日
重

・
日
乾

・
日
遠
の
関
西

の
指
導
者
達
は
、
安
土

法
難

・
不
受
不
施
事
件
を
教
訓
に
、
支
配
政
権

の
中
で
教
団
を
維
持
形

成
せ
ん
と
、
寛
容
で
柔
軟
な
、
時
代
に
適
応
し
た
摂
受
教
学
を
先
に
述

-216-



(3
)

べ
た
天
台
学
の
絶
対
円
融
論
を
基
礎
に
樹
立
し
、
関
東
教
団
と
対
峙
し

た
が
、

こ
の
身
延
日
遠
系
 
(日
遠
と
そ
の
弟
子
達
が
受
不
施

一
致
派
と
い
う

近
世
日
蓮
教
団
の
中
心
と
な
つ
た
)
 の
教
学
者
と
、
不
受
不
施
派

の
祖

で

あ
る
妙
覚
寺
日
奥
を
支
持
し
て
伝
統
宗
学
を
鼓
吹
し
た
池
上
日
樹
系

の

関
東
教
学
者
は
、
不
受
不
施
論
争
の
さ
な
か
、
天
台
学
に
対
し
て
も
そ

の
見
方
を
異
に
し
、
両
者
天
台
学
の
解
釈
に

つ
い
て
激
し
い
論
難
の
応

酬
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

近
世
初
頭
の
檀
林
の
勃
興
は
、
そ
こ
で
の
習
学
内
容
が
天
台
学
に
あ

つ
た
た
め
、
関
西

・
関
東
を
問
わ
ず
台
学
研
究
に
精
力
が
費
さ
れ
て
い

た
。

そ
の
結
果
は
三
大
部
の
階
梯
書
の
研
究
が
主
流
と
な

つ
て
趙
宋
天

台
の
研
究
が
盛
行
し
た
の
で
あ
る
。
当
然
そ
こ
に
支
那
天
台
の
山
家

・

山
外
論
争
に
ふ
れ
ざ
る
を
得
な
く
な

つ
た
。

日
遠
系
は
四
明
知
礼
の
山

家
正
統
を
退
け
て
、
智
円

・
仁
岳

・
従
義
の
山
外
派
の
説
を
と

つ
た
。

日
遠
は

『
色
心
不
二
門
義
』
に
山
家

・
山
外
の
説
を
比
較
し
て
終
始
山

(4
)

外
派

の
説
を
正
と
し
て
論
述
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
池
上
日
樹

は

『
留
意
要
』
に
、
中
山
日
賢
は

『
不
二
門
義
釈
答
』
に
、

日
遠
は
四

明
を
曲

解
し
て
こ
と
さ
ら
そ
の
観
心
説
を
誹
諺
し
て
山
家
を
疑
め
て
い

る
の
で
あ
り
、
四
明
教
学
こ
そ
天
台
の
正
統
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た

(
5
)

な
い
と
強
調
し
、
日
遠
の
山
外
正
統
に
反
駁
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
両

(
6
)

者
の
論
争
は
、

一
六
三
〇
年
、
不
受
不
施
派
の
禁
断
に
よ

つ
て
池
上
日

樹
以
下
関
東
の
教
学
者
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

つ
て

一
応
終

息
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
近
世
初
頭
の
日
蓮
宗
の
天
台
学
論
争
は
日

(
7
)

蓮
宗
教
学
史
の
上
に
特
異
な

一
面
を
有
し
て
い
る
。

こ
の
論
争
は
複
雑
な
要
素
が
か
ら
み
あ
つ
て
い
る
の
で
、

一
概
に
両

者
を
判
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
真
意
を
解
明
す
る
の
も
、
単

純
な
視
点
か
ら
で
は
見
誤
ま
る
危
険
が
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
そ
の
論
争

の
特
徴
を
整
理
す
る
と
、

一
、
日
蓮
宗
の
天
台
学
傾
倒
の
過
程
か
ら
起

つ
た
、
日
蓮
宗
の
支
那
天

台
正
統
論
争
と
い
う
二
重
三
重
の
屈
折
し
た
構
造
を
持
つ
て
い
る
と

い
う
こ
と
。

二
、
不
受
不
施
論
争
と
い
う
教
団
存
亡
の
思
想
闘
争
が
背
景
に
あ
る
こ

と
。

三
、
強
力
な
国
家
統

一
の
時
代
に
教
団
再
形
成
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
そ

の
端
初
の
思
想
論
争
で
あ

つ
て
、
時
に
観
心
論
が
中
心
に
な
つ
た
こ

と
が
、
そ
の
後
の
日
蓮
宗
教
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ

と
。

一
の
支
那
天
台
正
統
論
争
と

い
う
の
は
、

日
本
天
台
宗
の
妙

立
慈

山

・
霊
空
光
謙
の
四
明
天
台
復
帰
の
改
革
運
動
よ
り
百
年
も
早
く
、
日

蓮
宗
は
日
本
中
古
天
台
の
口
伝
法
門
の
弊
を

一
掃
し
て
天
台
の
正
統
に

戻

つ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
大
き
な
問
題

が
あ
る
。
天
台
の
正
統

が
日
蓮
の
正
統
た
り
う
る
か
と
い
う
課
題

で
あ
る
。
日
蓮
宗
の
教
学
を

強
引
に
天
台
学
の
内
に
戻
し
た
関
西
の
日
重
門

下
の
真
意
を
推
測
す
れ

ば
、
時
代
の
趨
勢
を
お
も
ん
ぱ
か
つ
た
余
儀
な

い
面
が
窺
わ
れ
、
決
し

て
台

・
当
の
異
目
を
無
視
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
察
せ
ら

近
世
初
頭

に
お
け
る
日
蓮
宗

の
山
家

・
山
外
論
争
 
(
小

野
)
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近
世
初
頭
に
お
け
る
日
蓮
宗
の
山
家

・
山
外
論
争
 (小

野
)

れ
る
。

た
だ
不
受
不
施
の
日
奥
が
日
蓮
の
大
義
名
分
を
立
て
て
批
判
を

展
開
し
た
た
め
に
、
表
面
的
に
は
円
体
無
殊
の
台
家
の
立
場
に
後
退
せ

ざ
る
を
得
ず
、
日
蓮
信
仰
は
内
省
化
し
て
し
ま

つ
た
わ
け
で
あ
る
。
し

か
し
、

そ
の
内
に
籠

つ
た
日
蓮
信
仰
は
、
消
極
的
で
は
あ
り
な
が
ら
、

天
台
の
正
統
に
溺
れ
ず
日
蓮
の
立
場
を
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
反
省
を
常
に
持
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
日
遠
を
始
め

と
す
る
そ
の

一
派
が
わ
ざ
わ
ざ
四
明
天
台
を
捨

て
て
異
端
と
さ
れ
る
山

外
派
を

と
つ
た
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
支
那
天
台

正
統
の
四
明
の
教
学
か
ら
で
は
日
蓮
の
本
門
の
事
の

一
念
三
千
の
説
明

は
困
難
を
き
た
し
、
天
台
の
止
観
と
日
蓮
の
観
心
の
相
違
が
あ
い
ま
い

に
な

つ
て
し
ま
う
。
む
し
ろ
本
覚
門
的
な
山
外
派
の
説
の
方
が
日
蓮
の

教
義
に
結
び
つ
け
や
す
い
と
捉
え
た
、

こ
こ
に
山
外
正
統
の
論
が
起

つ

た
所
以
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二
の
、
背
景
と
し
て
の
不
受
不
施
事
件
か
ら
み
る
と
、

一
つ
の
大
き

な
疑
問
が
残
る
。
そ
れ
は
何
故
日
蓮
の
宗
義
を
重
ん
じ
た
不
受
不
施
派

の
学
匠
が
山
家
四
明
天
台
正
統
に
固
執
し
、
そ
の
論
の
展
開
に
日
蓮
の

立
場
が
全
く
見
受
け
ら
れ
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
疑

問
に
は
不
受
不
施
と
い
う
日
蓮
教
団
独
特
の
法
門
の
思
想
的
根
拠
を
探

る
こ
と
に
よ
つ
て
解
答
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

受
不
施
の
身
延
日
遠
側
は
山
外
の
観
心
思
想
を
か
り
て
自
ら
の
絶
対
円

融
の
不
二
門
に
立
脚
し
た
日
蓮
宗
の
修
正
教
義

を
論
証

し
よ
う
と
し

た
。

つ
ま
り
、
諺
法
供
養
を
受
け
る
と
い
う
弁
明
に
、
絶
対
開
会
の
妙

法
不
二
論
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
己
心
の
妙
法
の
理
に

於
て
は
す
べ
て
平
等
で
あ
る
と
い
う
理
総
事
別
的
な
立
場
が
あ
る
の
で

あ
る
。
山
外
派
の
真
心
観
、
特
に
智
円

・
仁
岳

・
従
義
の

「
妄
に
即
す

(8
)

る
真
」
と

い
う
観
心
論
は
受
不
施
側
の
教
理
論

を
普
遍
化
す
る
際
非
常

に
便
宜
で
あ
る
と
見
た
と
考
え
ら
れ
る
。
不
受

不
施
派
は
、
受
不
施
側

が
と
つ
た
山
外
正
統
論
の
底
に
こ
の
意
図
を
汰

み
と
つ
た
と
思
う
。
も

と
も
と
不
受
不
施
と
い
う
の
は
、
絶
対
円
融
の
理
に
よ

つ
て
善
悪
不
二

を
論
ず
る
の
を
排
し
て
、
相
対
差
別
の
事
に
お

い
て
善
悪

・
邪
正
を
峻

別
し
、
諺
法
の
罪
を
折
伏
す
る
相
待
妙
立
宗
に
あ
る
の
で
あ
る
。
日
奥

は

『
守
護
正
義
論
』
の
中
で
、
「
夫
れ
理
性
不

二
門
の
前

に
は
万
法

一

如
善
悪
不
二
な
り
と
錐
も
事
相
而
二
門

の
時
は
法
に
権
実
を
立
て
理
に

鹿
妙
を
分

つ
、
故
に
凡
聖
位
を
異

に
し
、
邪
正
混
ず
る
こ
と
な
し
。
汝

(9
)

不
二
の

一
辺
を
以
て
妄
り
に
邪
難
を
加
ふ
、
学

道
の
恥
辱
に
非
ず
や
」

と
理
体
論
を
否
定
し
、
現
実
の
人
間
に
お
け
る
不
信

・
諺
法
を
責
め
る

の
で
あ
る
。
四
明
知
礼
が
、
華
厳
の
影
響
を
受
け
て
全
く
の
唯
心
論
に

堕
し
た
山
外
派
を
攻
撃
し
た
そ

の
根
拠

に
は
、
敵
対
種

の
発
掘
が
あ

る
。
即
ち
性
悪
説
が
こ
れ
で
あ
る
。
観
心
論
で
い
え
ば
妄
心
観
に
そ
の

特
徴
が
あ
る
。
受
不
施
側
が
四
明
を
批
判
し
て
山
外
の
観
心
を
と
つ
た

時
、

不
受
不
施
側
が
即
座
に
四
明
を
擁
護
し
て
そ
の
妄
心
観
を
と
り
鋭

く
対
峙
し
た
の
は
、
事
相
の
上
で
不
信

・
諺
法
者
を
峻
拒
す
る
不
受
不

施
思
想
の
理
論
的
基
盤
を
知
礼
の
厳
格
主
義
に
見
出
し
て
い
た
か
ら
に

(10
)

相
違
な
い
。
「
而
二
不
二
」
に
立

つ
か
、
「
不
二
而
二
」
に
依
る
か
、
即
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ち
本
宗
に
お
け
る
山
家

・
山
外
論
争
は
、
そ
の
ま
ま
受

・
不
受
の
根
本

的
思
想
対
立
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
の
こ
の
論
争
の
日
蓮
宗
教
学
に
お
け
る
影
響
の
点
か
ら
み
る
と
、

以
後
の
日
蓮
宗
教
学
は
天
台
心
酔
時
代
を
迎
え
る
。
不
受
不
施
派
の
禁

圧
に
よ
つ
て
再
編
成
さ
れ
た
教
団
は
檀
林
の
全
盛
時
代
と
な
り
、
そ
の

檀
林
の
天
台
学
が

一
世
を
風
靡
し
、
日
蓮
宗
学
は
台
学
の
余
暇
に
学
ば

れ
る
よ
う
な
状
態
に
な
つ
た
。
そ
し
て
天
台
の
正
統
論
争
は
遠
師
門
下

が
主
流
を
占
め
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
逆
に
山
家
四
明
正
統
説
が
大
勢
と

な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
不
受
不
施
事
件
以
後
、
近
世
の
日
蓮
宗
の
天

台
学
が
、

天
台
学
の
た
め
の
天
台
学
と
な

つ
た

こ
と
を
示
唆

し
て
い

る
。

つ
ま
り
、
学
問
と
し
て
純
粋
に
天
台
の
正
統
を
求
む
れ
ば
四
明
天

台
に
至
る

こ
と
は
当
然
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
日
蓮
の
教
義
を
四
明

天
台
を
通

し
て
取
捨
す
る
と
い
う
よ
う
な
倒
錯
し
た
風
潮
ま
で
生
じ
さ

せ
た
。

こ
の
傾
向
を
生
み
だ
し
た
源
流
を
求
む
れ
ば
、
や
は
り

こ
の
近

世
初
頭
の
論
争
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
山
家

・
山
外
論
争
は
表
面
的
に

は
全
く
の
天
台
の
教
義
論
争
で
あ
り
、
両
者
と
も
、
む
し
ろ
天
台
学
の

枠
内
に
入
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
意
識
的
に
日
蓮
の
世
界
に
触
れ
る
こ

と
を
避
け

て
い
た
。

こ
の
論
争
が
起
点
と
な

つ
て
台
学
心
酔
の
近
世
の

義
科
論
題

教
学
に
発
展
し
た
の
も
当
然
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

近
世
後
期

の
宗
学
復
興
の
時
に
は
す
で
に
四
明
教
学
は
日
蓮
教
学
を
導

(
1
1
)

い
た
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
宗
学
復
興
は
四
明
天
台
か
ら
の
脱

皮
と
い
う
形
を
と
ら
ざ
る
を
得
ず
、
復
興
さ
れ
た
宗
学
の
中
心
に
は
天

(
12
)

台

学

の
色

濃

い
影

が
漂

つ

て

い
る

の

で
あ

る
。

ま
た
、

こ
の

山

家

・
山

外

論

争

の
中

心

と

な

つ
た

の

が

観

心
論

で
、

以
後
、

観

心

論

は

近

世

日

蓮

教

学

の
命

題

と

な

り
、

後

期

に

い
た

つ
て
復
興

さ

れ
た

宗

学

は
、

中

興

の
師

と
仰

が

れ

る

日
遠

の

台

学

ず

わ

り

の
摂
受

主

義

を

基

調

と

し

た

観

心
教

学

の
面

が

継

承
展

開

さ

れ

た

と

も

見

ら

れ

る

の

で
あ

る
。

1
 

執
行
海
秀

『
日
蓮

宗
教
学
史
』
参

照
。

2
 

宮
崎
英
修

『
不
受
不

施
派

の
源
流

と
展
開
』
に
詳
述
。

3
 
代
表
的
な
も

の
に
日
乾

の

『
宗
門
綱
格
』
が

あ
る
。

4

「
凡
そ
諸

の
文
義

の
大

体
仁
岳
従
義
を
正
を
得
た
り
と
謂

ふ

べ

し
」
二

五
丁
。

5

「
(日
遠
)
 四
明
を
斥

ひ
多
く
浄
覚
を
用

い
殆
従
義

に
拠

る
。
而

に
皆

三

家

の
意
を
失
ひ
僻
に
両

家

の
義
を
評
す
」
留

意
要
中

一
丁
。

6
 
日
樹

・
日
賢

に
対

し

て
日
遠

の
弟
子
日
耀

・
日
勇

が

『
破
答

記
』
『
破

留
意
要
』
等

で
反
駁
。

7
 

こ
の
論
争
に

つ
い
て

は

望
月
歓
厚

「
本
宗
先
師

の
見

た

る
山
家

・
山

外
」

(
大
崎
学
報

所
収
)
 が
あ

る
。
尚
拙
稿

「
近
世
日
蓮
宗
教
学

に

於

け

る
観
心
思
想

の
展
開
」

(
日
教
研
紀
要

3
号
)
 で
小
考
し
た
。

8

『
色
心
不
二
門
義
』
一

七
丁
。

9

『
万
代
亀
鏡
録
』
P

九
七
。

10

『
不
二
門
義
釈

答
』
三

八
丁
。

11

『
峨
眉
集
』
P
五

六
四
。

12
 
近
世
日
蓮
宗
教
学

の
大
成
者

日
輝

の
宗
学

が
こ
れ
で
あ
る
。

(
立
正
大
学
講
師
)

近
世
初
頭
に
お
け
る
日
蓮
宗

の
山
家

・
山

外
論
争
 
(
小

野
)
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